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水性反応硬化形エポキシハイブリッド多機能微弾性塗料

RS マイクロサーフ

多機能性

■２４時間あたりの透湿量の比較

上塗：RSシルバーグロスSi

※各塗装方法で想定される膜厚で試験。ロートを使用した弊社透水
性試験による結果。

従来微弾性下地 RS マイクロサーフ
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■付着試験  JIS基準値 0.7N/m㎡

旧塗膜：アクリル樹脂系水性上塗り塗膜
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優れた仕上り性

従来の下地材より隠ぺい性が格段に高く、きめ細かい緻密な肌を形成しますので、
上塗の仕上り（光沢感）が一層向上します。

RS マイクロサーフ従来微弾性下地

※各塗装方法で想定される膜厚で試験。カップ法を参考にした
弊社試験の結果。
※従来微弾性を1とした場合の比較。

■引張試験による伸び率の比較

■２４時間あたりの透水抵抗性の比較

RS マイクロサーフ従来微弾性厚塗り

RS マイクロサーフ従来微弾性下地

従来の微弾性下塗り塗料を厚く塗装したとき以上の
伸び率を示します。

透湿性に優れ、内部に水分が溜まるのを抑制します。

付着性 弾性適正

透湿性 防水性
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※従来微弾性を1とした場合の比較。

約1.8倍
約0.5倍

約2.7倍約1.3倍

JIS A 5600 隠ぺい性（試験紙への塗装による比較）

従来微弾性下地 RS マイクロサーフ

隠ぺい性の比較

RS マイクロサーフ

RSマイクロサーフ 旧塗膜

従来微弾性下塗り塗料（薄塗り塗装）

旧塗膜従来微弾性下塗り塗料

工　程

素地

RSマイクロサーフ

上塗（1回目）

上塗（2回目）
【水性】
RSダイヤモンドF・Si
RSゴールドFⅡ・SiⅡ
RSシルバーグロスSi
RSシルバーマットSi
RSクール水性Si

【弱溶剤】
RSゴールドマイルドF
RSシルバーマイルドSi

【プラチナ会員限定】
RSプラチナMUKI
RSプラチナMUKIマイルド

ダブルマイクロ技法

エポキシ樹脂と顔料をマイクロ化することで、仕上り性が向上。

樹脂＆顔料を
マイクロ化

※旧塗膜上（ベージュ色）に｢RSマイクロサーフ｣と｣｢従来微弾性下塗り塗料｣をウールローラーで塗装｡

従来微弾性下塗り塗料

旧
塗
膜

RS マイクロサーフ

旧
塗
膜

■塗装条件

ウールローラー塗装方法

0～2％

0.25～0.40

希釈率

標準所要量（kg/㎡/回）

※標準所要量は、個々の条件によって異なります。
※標準所要量は、塗装作業に必要な使用量の数値です。

■塗装間隔

5℃温　度項　目
4時間

7日7日

ーー

23℃

16時間最　短

最　長
標準塗装間隔

使用時限
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水性反応硬化形エポキシハイブリッド多機能微弾性塗料
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弱溶剤２液変性エポキシ樹脂屋根用万能下塗塗料

RS ルーフシールド

窯業系屋根材の
適用範囲

「ＲＳルーフシールド」を使用した３工程仕様は、表面劣化度（中）までの窯業系屋根材に適用可能です。表面
劣化が進行した表面劣化度（大）の場合、下塗に「RSマルチシーラー」を使用し脆弱層の表層強化処理を
行った後「ＲＳルーフシールド」を塗装してください。

塗膜の剥がれ等が部分的に認められるが、
下地は健全な状態。

塗膜の剥がれは(小)より認められるが、
下地は健全な状態。

全体に塗膜の剥がれが見られ、下地表層
は脆く、吸込みが大きい状態。

新設後、又は塗替え後
10年程度経過した屋根材

目 安 新設後、又は塗替え後
10～15年経過した屋根材

目 安 新設後、又は塗替え後
15年以上経過した屋根材

目 安

表面劣化度（小） 表面劣化度（中） 表面劣化度（大）

金属系屋根材の
防さび性

「ＲＳルーフシールド」は金属系にも適用します。
屋外バクロ試験結果から「RSルーフシールド」は他社同等品以上の防さび性を有します。

千葉県千倉における屋外バクロ試験結果（６ヵ月→２４ヵ月）

RS ルーフシールド

６ヵ月 24ヵ月 ６ヵ月 24ヵ月

他社同等品

下
塗
＋
上
塗

下
塗
の
み

30μm

60μm

試験板膜厚変動

下塗塗膜の
分光反射率

（JIS K 5602 準拠）

ジェットブラック 43.4RSルーフシールド
RSルーフ2液Si 42.6チョコレート

一般さび止め
一般屋根上塗

5.3ジェットブラック

7.8チョコレート

塗装仕様 色合い 赤外線反射率（%）

色相

各種工程
（遮熱仕様・一般仕様）

・RSプラチナルーフMUKI
・RSルーフマイルド

※プラチナ会員限定

一般仕様

素地

RSルーフシールド
白、グレー赤さび色、黒さび色

上塗（1回目）

上塗（2回目）

荷姿

性能

主剤

硬化剤

日射反射率（白のみ）

耐チヂミ危険性

防さび性

耐水性

耐アルカリ性

14.4kg

1.6kg

◎

◎

◎

◎

◎

素材適正

◎

◎

×

×

◎

◎

◎

新生瓦

波形スレート

日本瓦・洋瓦

モニエル瓦

カラートタン

金属折板

ガルバリウム鋼板※

RSルーフシールド

※新設のガルバリウム鋼板には、「エポマリンGX」を推奨します。

〔注 意〕表面劣化度（小）、（中）でガムテープによる付着試験で下地表層に及ぶ塗膜剥離が見られる場合は、下塗に「RSマルチシーラー透明」または「ヤネ
強化プライマーEPO」を使用し脆弱層を強化後「RSルーフシールド」を塗装してください。

※この色見本は印刷ですので、実際の色・艶と多少異なります。

黒さび色（19-20B近似）赤さび色（09-30L近似）グレー（25-75A近似）白（N-9.3近似）

・RSルーフ2液F
・RSルーフ2液Si

遮熱仕様

素地

RSルーフシールド
白

上塗（1回目）

上塗（2回目）

特殊浸透補強成分を配合することで含浸・固化を強化して素地との付着力を強化。

測定機器：㈱島津製作所 Solid Spec-3700
測定方法：黒色系の屋根素材の上に「ＲＳルーフシールド～RSルーフ2液Siと一般さび止め～一般屋根上塗」を塗装して日射反射率を測定。
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